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1は じ め に

東北地域における麦類と大豆の輪作体系では、それぞ

れの作期が重なるため適期播種が行えない。そのため、

品質、収量が低下するといった問題がある。この作期の

重なりを解消する技術として、立毛間播種技術があげら

れる。本試験では水田輪作の安定化のためにこの立毛間

播種技術を用いて、本県の主力作目である大麦と大豆の

輸作体系の検討を行った。

2試 験 方 法

試験は 1999年から2001年 にかけて官城県古川市内の

生産組織の lhaほ場で行った。また、試験における立毛

間機種はすべて農業技術研究機構東北農業研究センター

で開発した立毛間播種機を使用した。品種は大麦はシュ

ンライ、大豆はあやこがねを用いた。栽植様式は大豆の

条問 75cmを基準とし、大麦も条間 75cmで 1条の播き幅

は 14cmで行った (図 1)。

期頃が適すると考えられた (図 2)。
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図1 立毛間播種栽培の栽植様式

3 試験結果及び考察

(1)播種時期

黄葉期播種区は大豆茎葉の落葉が少なく、覆土は適切

に行われ出芽揃いも良好であつたが、落葉期播種区では

覆土板への茎葉の絡まりが多いため、覆土が不十分な箇

所が多く出芽が不揃いであつた。その結果、落葉期播種

区は穂数が少なく、収量は責葉期区が 396kノ 10a、 落葉

期区が 27 1kg/10aであった。これらのことから、立毛間

大麦の播種時期は大麦の機種適期内のうち、大豆の黄葉
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図2 立毛間大麦の播種時期と収量との関係
(1999-2000年 )

大麦収穫時の大豆の生育は、収穫 20日前播種が第 1

本葉展開期、14日 前が初生葉展開期、7日 前が子葉展開

期、3日前は出芽前であった。コンバイン踏圧による折

損株割合は 20日前区が 44%、 14日 前区が 12%、 7、 3日前

区は Oχであつた。収量は 20日 前区が折損の影響が大き

く最も低収であった。14日前区では折損株に回復がみら

れ、7、 3日前区とほぼ同等の生育となり最も多収となり、

間作期間の影響から最下着薬高も最も高くなつた。これ

らのことから、立毛問大豆の機種時期は大麦収穫 14日 か

ら 7日 前頃が適すると考えられた (表 1)。

(2)中耕作業

立毛間大麦播種時の畦の高さが最も高かったのは培土

板 2回区で、最も低かつたのは中耕飛散± 1回区であつ

た。培土板を用いた区は中耕飛散土の区より大豆収量が

高く倒伏も少なかった。しかし、畦が高いため畝間に水

がたまりやすく、立毛間大麦に湿害の影響がみられ、首

立数や越冬前生育が劣った。これらのことから、大豆の

中耕作業は中耕飛散土で 2回行うことが、大豆および立

毛間大麦の生育に適すると考えられた (表 2)。

大麦の中耕は茎立期に行つた。中耕区では無中耕区よ

り収量が 10%程度向上し、土入れ技術と同様の効果が得

られた。また、中耕で前作大豆の畦跡が崩されるため、

立毛間大豆の播種はばらつきが少なくなり、設定値に近

い播種が行えた。これらのことから、大麦の中耕作業は

大麦の収量向上と立毛間大豆の播種の安定化に必要な技
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術と考えられた (表 3)。

(3)雑草防除

大麦作の除草は全処理区、中耕区、除草剤区での雑草

発生量は無処理区対比で約 19%、 16%、 26%と 中耕区は全

処理区と同等の効果が得られたが、除草剤区で効果が劣

った。大豆作の除草は全処理区と大麦無中耕区では、前

作大麦での残草量の違いにより効果に大きな差がみられ

た。中耕区も全処理区よりは劣るが比較的高い効果が得

られた。最も効果が劣ったのは大麦作と同様に除草剤区

であったが、これは使用した除草剤の対象草種が限定さ

れているためであった。

これらのことから、立毛間播種栽培での雑草防除は除

草剤と中耕を組み合わせた処理が適し、とくに大麦中耕

の効果が高いと考えられた (図 3)。

表 1 立毛間大麦の播種時期と生育収量(2000年 )

(4)現地実証

実証栽培の大麦播種は現地慣行と比較して約 22日早

く行え、収穫も 7日 程度早まった。大豆播種も現地慣行

と比較して約 24日早まった。収量は大麦は 1年 目が

396kg/10a、 2年目が 318kg/10aと現地慣行対比でそれぞ

れ 142%、 145%であった。大豆は 263kg/10a、 210kg/10a

と現地慣行対比で 134%、 138%であった (図 4)。

4 ま

立毛間播種栽培技術については播種機が市販がされた

ため、今後の普及が期待されるが、そのためには、経営

面での評価や水稲を含めた効率的な輪作への組み入れ方、

より効果的な雑草防除の検討が必要である。

表 2 大豆培土方式と生育収量および立毛間大麦の生育
(1999-2000年 )

め

播種時期  踏圧折損 踏圧時生吉
大表収灌前  株割合

主主長  最下  子実菫
着案高

日数     (%)          〈om)  (oη )  Oυ 3)

大豆     大表  大変越冬前生
培上方式 口獄 腱の高さ  子案■ 倒伏理康 薔立致  車丈 菫数

lcml  〈kg/3) lK「51  (本 /め  (cm)(本 /nI)
20日

14日

フ日

3日

“

  第1本葉展開   689   109   183
12   初生葉晨DE   744   23 6   20 0
0   子葉展開   732   215   290
0    出芽前    73●    202   20B

+J'flfii 2Gl r!.a 32.5 1.3 182 16.9 521

E:tf; rE 203 35-a r-0 120 13.2 3r0

J':tu 2a 43 34.a 07 131 143 326

注)大表取菫日:6月 11日  析曇程度調査:6月 13日 注)嗜の高さは大麦薔種時のもの。培土板区の書立数が少ないのは主に涅害による.

表3 大麦中耕と生育および立毛間大豆の播種精度(2000-2001年 )
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図4 現地実証試験における収量比較 (2000-2001年 )図 3 除草方法と雑草発生量 (2000-2001年 )
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